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2008年（平成 20 年）10 月 1 日

８
月
12
日
、
美
祢
市
民
会
館
で
第
１
回
美

祢
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
協
議
会
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
規

約
な
ど
を
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し

て
、
現
在
の
交
通
体
系
を
把
握
し
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
美
祢
市
内
で
自
家
用
車
が
無
い
と

生
活
で
き
な
い
地
域
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
路
線
を
維
持
す

る
た
め
の
、
美
祢
市
の
負
担
が
こ
の
ま
ま
増

え
続
け
て
い
く
と
、
鉄
道
や
バ
ス
の
便
数
を

削
減
し
た
り
、
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
た
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど

が
ど
ん
ど
ん
不
便
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
も

と
も
と
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
生

活
す
る
こ
と
自
体
が
難
し
く
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
交
通
の
便
利
が
悪
い
地
域
に
生

活
し
て
い
る
お
年
寄
り
は
、
高
齢
に
な
っ
て

も
運
転
し
な
い
と
生
活
で
き
な
い
た
め
、
運

転
免
許
を
持
ち
続
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
結

果
、
悲
し
い
事
故
が
全
国
で
起
き
て
い
る
こ

と
は
、
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
す
。

今
は
運
転
が
で
き
る
人
は
、
自
家
用
車
を

使
っ
た
方
が
便
利
な
た
め
、
公
共
交
通
を
使

わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
い

つ
か
自
分
が
運
転
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た

時
、
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
今
の
高
齢
者
よ

り
も
さ
ら
に
不
便
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
将
来
の
美

祢
市
の
公
共
交
通
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

美
祢
市

村
田
市
長

J
R
西
日
本
（
株
）
広
島
支
社

今
中
企
画
課
長

９
月
１
日
付
で
、
美
祢
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。
今
後
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
た

め
、基
本
的
か
つ
総
合
的
な
事
項
に
つ
い
て
、

調
査
、
研
究
、
審
議
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
市
企
画
政
策
課

（

０
８
３
７

１
１
１
２
）

問
合
せ
先
　
市
地
域
情
報
課

（

０
８
３
７

１
１
２
８
）

防
長
交
通
（
株
）

佐
々
木
運
輸
部
長

サ
ン
デ
ン
交
通
（
株
）

伊
藤
自
動
車
部
業
務
担
当
課
長

船
木
鉄
道
（
株
）

田
中
常
務
取
締
役

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
交
通
（
株
）

片
岡
取
締
役
社
長

宇
部
市
交
通
局

石
田
交
通
課
長
補
佐

中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
（
株
）

藤
井
運
輸
部
輸
送
課
長
代
理

美
祢
構
内
タ
ク
シ
ー

戸
田
常
務
取
締
役

美
祢
第
一
交
通

宮
本
支
配
人

秋
芳
タ
ク
シ
ー

酒
井
代
表
取
締
役

県
美
祢
土
木
事
務
所

福
江
主
幹

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
山
口
運
輸
支
局

秦
首
席
運
輸
企
画
専
門
官

市
内
高
等
学
校
長

田
中
代
表

市
中
学
校
長
会

内
山
会
長

市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会

浅
田
会
長

市
商
工
会

大
野
事
務
局
長

市
社
会
福
祉
協
議
会

高
橋
事
務
局
長

美
祢
警
察
署

山
田
交
通
課
長

市
議
会
選
出

原
田
議
員

西
岡
議
員
　
　

山
中
議
員

馬
屋
原
議
員

市
民
公
募

近
藤
委
員

佐
藤
委
員
　
　

向
山
委
員

第
１
号
委
員

女
性
団
体
を
代
表
す
る
者

土
屋
美
津
子
（
大
嶺
町
東
分
）

川
越
智
子
（
大
嶺
町
奥
分
）

下
井
喜
美
（
秋
芳
町
別
府
）

柳
井
良
江
（
美
東
町
絵
堂
）

第
２
号
委
員
　
地
域
を
代
表
す
る
者

堀
井
幸
子
（
美
東
町
大
田
）

岡
　
和
夫
（
於
福
町
下
）

第
３
号
委
員
　
職
域
を
代
表
す
る
者

松
田
道
子
（
秋
芳
町
岩
永
本
郷
）

倉
増
和
子
（
美
東
町
大
田
）

篠
田
昭
雄
（
大
嶺
町
北
分
）

廣
中
義
忠
（
西
厚
保
町
本
郷
）

第
４
号
委
員
　
学
識
経
験
者

前
田
耕
次
（
秋
芳
町
秋
吉
）

小
林
法
子
（
美
東
町
綾
木
）

第
５
号
委
員
　
公
募
に
よ
る
者

三
吉
礼
子
（
大
嶺
町
奥
分
）

田
中
知
子
（
大
嶺
町
東
分
）

多
田
杏
子
（
美
東
町
真
名
）



2008年（平成 20 年）10 月 1 日

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
「
新
市
基
本
計
画
」
の
執
行
状
況
や
「
新
市
基
本
構
想
」
に
つ

い
て
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
合
併
前
の
１
市
２
町
の
地
域
を
単
位
と
し
て
「
地
域
審
議
会
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
審
議
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
号
委
員
…
公
共
的
団
体
な
ど
を
代
表
す
る
者
、
２
号
委
員
…
行
政
区
を
代
表
す
る
者
、

３
号
委
員
…
学
識
経
験
者
、
４
号
委
員
…
公
募
に
よ
る
者

１
号
委
員

利
重
一
人
（
大
嶺
町
北
分
）

小
林
唯
男

（
豊
田
前
町
麻
生
下
）

山
本
珠
代
（
伊
佐
町
伊
佐
）

山
本
富
男
（
大
嶺
町
奥
分
）

谷
　
仁
史
（
大
嶺
町
東
分
）

２
号
委
員

柴
崎
良
子
（
大
嶺
町
北
分
）

藤
本
千
代
子（

伊
佐
町
伊
佐
）

梶
山
扶
美
子

（
豊
田
前
町
麻
生
下
）

中
原
佳
子
（
於
福
町
下
）

今
村
武
久（
東
厚
保
町
山
中
）

藤
岡
和
文（
西
厚
保
町
本
郷
）

３
号
委
員

西
山
美
貴
（
伊
佐
町
伊
佐
）

４
号
委
員

中
野
博
道
（
大
嶺
町
東
分
）

道
川
内
　
个
（
大
嶺
町
東
分
）

伊
東
義
美
（
大
嶺
町
東
分
）

１
号
委
員

柳
井
良
江
（
美
東
町
絵
堂
）

池
田
邦
夫
（
美
東
町
赤
）

村
田
光
子
（
美
東
町
大
田
）

田
邉
博
通
（
美
東
町
赤
）

河
崎
敏
昭
（
美
東
町
大
田
）

田
辺
敏
雄
（
美
東
町
絵
堂
）

２
号
委
員

福
永
賢
太
郎
（
美
東
町
赤
）

岩
山
澄
男
（
美
東
町
大
田
）

内
田
　
孝
（
美
東
町
綾
木
）

久
安
　
隆
（
美
東
町
真
名
）

３
号
委
員

青
木
和
寿
（
美
東
町
絵
堂
）

田
中
　
隆
（
美
東
町
真
名
）

４
号
委
員

森
重
武
久
（
美
東
町
長
田
）

佐
藤
幸
一
（
美
東
町
真
名
）

中
屋
弘
幸
（
美
東
町
赤
）

１
号
委
員

岡
村
幹
夫
（
秋
芳
町
別
府
）

田
飼
武
男
（
秋
芳
町
秋
吉
）

奥
田
倫
世
（
秋
芳
町
別
府
）

木
島
忠
興
（
秋
芳
町
秋
吉
）

竹
田
三
枝
（
秋
芳
町
別
府
）

２
号
委
員

中
村
　
久
（
秋
芳
町
嘉
万
）

永
嶺
克
博
（
秋
芳
町
別
府
）

野
上
勝
巳
（
秋
芳
町
秋
吉
）

中
村
保
義

（
秋
芳
町
岩
永
下
郷
）

３
号
委
員

西
村
元
和

（
秋
芳
町
岩
永
本
郷
）

安
富
善
政
（
秋
芳
町
秋
吉
）

青
井
勝
久
（
秋
芳
町
別
府
）

４
号
委
員

伊
豆
田
正
利（

秋
芳
町
秋
吉
）

原
川
浩
子
（
秋
芳
町
青
景
）

小
田
　
孝
（
秋
芳
町
嘉
万
）

市
で
は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
総
合
計
画
の
諮
問
機
関
で
あ
る
美
祢
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

秋
山
哲
朗
（
市
議
会
議
長
）

河
村
　
淳
（
市
議
会
副
議
長
）

竹
岡
昌
治
（
市
議
会
議
員
）

安
冨
法
明
（
市
議
会
議
員
）

村
上
健
二
（
市
議
会
議
員
）

佐
々
木
隆
義
（
市
議
会
議
員
）

布
施
文
子
（
市
議
会
議
員
）

岡
山
　
隆
（
市
議
会
議
員
）

森
中
克
彦
（
県
議
会
議
員
）

広
田
隆
行
（
美
祢
土
木
事
務
所
長
）

村
重
悦
男
（
美
祢
農
林
事
務
所
長
）

堀
井
保
法
（
市
教
育
委
員
長
）

浅
田
滝
男

（
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会
長
）

時
光
善
朗
（
青
嶺
高
等
学
校
長
）

中
村
　
隆
（
成
進
高
等
学
校
長
）

木
村
周
作
（
市
体
育
協
会
長
）

山
本
正
二
（
市
農
業
委
員
会
長
）

原
川
　
武
（
山
口
美
祢
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
）

大
呑
俊
彦
（
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
代
表

理
事
組
合
長
）

山
田
　
正（

市
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
長
）

伊
藤
喜
文
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

山
本
幸
利

（
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
）

白
井
文
夫
（
市
医
師
会
長
）

吉
崎
美
樹
（
郡
医
師
会
長
）

吉
野
　
茂
（
市
商
工
会
長
）

高
山
正
樹
（
美
祢
青
年
会
議
所
監
事
）

篠
田
貴
美
子

（
美
祢
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長
）

塩
谷
信
夫
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
調
査
官
）

猶
野
和
則
（
秋
芳
町
観
光
協
会
長
）

田
辺
美
和
子
（
公
募
委
員
）

杉
山
　
清
（
公
募
委
員
）

邑
田
早
苗
（
公
募
委
員
）

児
玉
明
弘
（
公
募
委
員
）

藤
野
育
子
（
公
募
委
員
）

井
町
　
哲
（
公
募
委
員
）

今
後
、
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
様
々
な
形
で

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
企
画
政
策
課

（

０
８
３
７

１
１
１
２
）



９
月
７
日
、
秋
芳
町
別
府
の
厳
島
神
社

で
弁
天
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
境
内
に
あ
る
「
名
水

百
選
」
の
弁
天
池
か
ら
湧
き
出
る
水
に
感

謝
す
る
祭
り
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

県
無
形
民
俗
文
化
財
「
別
府
念
仏
踊
り
」

や
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
踊
り
な

ど
が
あ
り
、
多
く
の
見
物
客
や
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
別
府
念
仏
踊
り
」
は
子
ど
も
た
ち
が

か
ね
を
打
ち
鳴
ら
し
、「
名
水
百
選
」
な

ど
と
書
か
れ
た
大
う
ち
わ
で
は
や
し
た
て

る
中
、
花
笠
を
頭
に
付
け
た
２
人
の
男
性
が
伝
統
の
踊
り
を
鮮
や
か
に
舞
い
、

見
物
客
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

2008年（平成 20 年）10 月 1 日

第
１
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
２
日
か
ら
12
日
ま
で
伊

佐
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
一
般
の
部
34
チ
ー
ム
、
壮
年
の
部
４
チ
ー
ム
、

女
子
の
部
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
の
光
の
下
、
各
試
合
と
も
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。

一
般
の
部

優
　
勝
　
麦
川
体
力
づ
く
り

準
優
勝
　
河
原
球
友
会

壮
年
の
部

優
　
勝
　
於
福
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
北
分

女
子
の
部

優
　
勝
　
エ
ン
ゼ
ル
ス

準
優
勝
　
I
S
A
☆

R
O
O
K
I
E
S

９
月
16
日
、
本
郷
小
学
校
の
３
・
４
年

生
の
児
童
代
表
の
４
人
が
美
祢
市
役
所
を

訪
れ
、
育
て
た
秋
芳
ナ
シ
を
村
田
市
長
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

本
郷
小
学
校
で
は
、
６
・
７
年
前
か
ら

ナ
シ
作
り
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
３
・

４
年
生
の
18
人
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
、
学
校
近
く
の
藤
岡
さ
ん
の
梨
園
を
借

り
て
、
花
粉
付
け
や
摘
果
、
袋
か
け
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

９
月
４
日
に
は
、
大
き
く
て
甘
い
２
９

７
個
の
ナ
シ
を
収
穫
し
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
人
や
高
齢
者
な
ど
に
ナ
シ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
大
変
喜
ん
で
も
ら
え
た
そ
う
で
す
。

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

本
郷
小
学
校
児
童
が
育
て
た
ナ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

鮮
や
か
に
伝
統
の
舞
　
別
府
念
仏
踊
り

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
稲
刈
り
体
験

９
月
14
日
、
秋
芳
町
殿
河
内
集
会
所
近

く
の
田
ん
ぼ
で
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
稲
刈
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

５
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
手
で
植
え
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
た
わ
わ

に
実
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
か
ま
を

使
っ
て
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
か
ま

で
稲
を
刈
る
作
業
は
大
変
そ
う
で
し
た
が
、

か
ま
の
使
い
方
、
稲
を
刈
る
コ
ツ
を
教
わ

り
な
が
ら
、
稲
を
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め

に
は
ぜ
が
け
に
し
ま
し
た
。

取
れ
た
お
米
は
地
区
の
行
事
な
ど
で
食
べ
る
予
定
で
す
。
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年
を
重
ね
る
ご
と
に
衰
え
る
筋

肉
を
、
無
理
な
く
安
全
に
コ
ツ
コ

ツ
鍛
え
て
い
く
、
貯
え
る
筋
と
い

う
こ
と
で
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

中
心
の
ス
ク
ー
ル
で
す
。

対
象
者

40
歳
以
上
の
市
民

初
回
開
催
日
時

11
月
10
日

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所

秋
芳
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　

筋
力
ア
ッ
プ
の
お
話
と
実
技

講
　
師

山
口
県
立
大
学
看
護
栄

養
学
部
　
眞
竹
昭
宏
教
授
　

参
加
費

無
料

申
込
期
限

10
月
24
日

申
込
・
問
合
せ
先
　

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

美
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
９
６

５
０
０
５
）

秋
芳
保
健
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

１
９
０
９
）

平
成
23
年
10
月
９
日
に
美
祢
市

で
実
施
す
る
「
お
い
で
ま
せ
！
山

口
国
体
」
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
の
模
擬
体
験
教
室
で
す
。
自

ら
の
新
た
な
可
能
性
を
見
つ
け
る

晩
秋
の
週
末
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
10
月
25
日

、
26
日

９
時
〜
12
時

場
　
所

秋
芳
北
部
総
合
運
動
公
園

受
講
資
格
　
美
祢
市
の
学
校
に
在

籍
す
る
小
学
校
５
・
６
年
生
と

中
学
生
の
男
子

募
集
人
数
　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　

10
月
２
日

〜
11
日

申
込
方
法
　
市
役
所
、
総
合
支
所
、

公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
む

受
講
料
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　

市
総
務
課
国
体
推
進
係

（

０
８
３
７

１
１
１
０
）

10
月
は

「
男
女
共
同
参
画
月
間
」
で
す

日
　
時

10
月
25
日

10
時
〜
15
時

場
　
所

梅
光
学
院
大
学

内
　
容

講
演
、
分
科
会
、
展

示
・
活
動
発
表

講
演
内
容

演
題

世
代
を
越
え
て
創
る
男
女

共
同
参
画
社
会
〜
と
も
に
語
り
　

と
も
に
歩
い
て
　
未
来
を
拓
く
〜

講
師

広
瀬
久
美
子
さ
ん
（
元
N

H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）

申
込
方
法

市
企
画
政
策
課
、
各

総
合
支
所
総
務
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
し
込
む

申
込
締
切

10
月
10
日

申
込
・
問
合
せ
先

県
男
女
共
同

参
画
課
（

０
８
３
｜
９
３
３

｜
２
６
３
０
）

対
象
者

○
満
65
歳
以
上
の
市
民
（
本
人
の

接
種
希
望
の
意
思
が
確
認
で
き

る
人
の
み
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有

す
る
人
（
身
体
障
害
者
福
祉
手

帳
１
級
相
当
）

自
己
負
担
金

１
、
０
５
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
者
は
免
除
）

接
種
回
数

１
回

実
施
期
間

11
月
１
日

〜
平
成

21
年
２
月
28
日

実
施
医
療
機
関

市
内
、
市
外
の

各
医
療
機
関

※
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
へ

接
種
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

※
実
施
時
間
は
医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
接
種
の
際
に
は
、
健
康
手
帳
と

健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

問
合
せ
先

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

無
料
体
験
会
開
催

日
　
時

10
月
11
日

〜
13
日

10
時
〜
17
時

場
　
所

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢
お
よ

び
美
祢
市
勤
労
福
祉
会
館

※
各
体
験
内
容
に
よ
っ
て
開
催
場

所
・
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
■
10
月
11
日

パ
ソ
コ
ン
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絵
や
写
真
を
使
っ
て
２
０
０
９

年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
み

よ
う

■
10
月
12
日

パ
ソ
コ
ン
教
室

自
分
だ
け
の
T

シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う

書
道
教
室

ペ
ン
で
年
賀
状
を
書

い
て
み
よ
う

■
10
月
13
日

パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
グ
カ
ッ
プ
作

り
に
挑
戦

■
そ
の
他
期
間
中
開
催
予
定

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
体
験

や
パ
ソ
コ
ン
の
タ
イ
ピ
ン
グ

体
験

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
や
バ
レ
エ
・

ダ
ン
ス
な
ど
の
体
験

○
各
教
室
や
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展

示
や
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
な
ど

も
開
催

※
初
心
者
で
も
気
軽
に
体
験
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い

※
一
部
材
料
費
や
持
参
品
の
必
要

な
も
の
が
あ
り
ま
す

問
合
せ
先

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢

（

０
８
３
７

０
７
６
０
）
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ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化

市
で
は
、
人
口
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
転
勤
や
都
会
か
ら
の
U

J
I
タ
ー
ン
者
な
ど
の
空
き
家
希

望
者
へ
、
空
き
家
の
情
報
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
空
き
家
の
提

供
者
と
利
用
希
望
者
の
交
渉
が
円

滑
に
進
む
よ
う
市
が
あ
っ
せ
ん
を

行
う
も
の
で
、
あ
っ
せ
ん
を
受
け

た
い
人
は
、
事
前
の
登
録
手
続
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
現
在
、
空
き
家
の
登
録

数
が
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
市
内
で
空
き
家
の
提
供

が
可
能
な
人
、
ま
た
は
、
空
き
家

の
情
報
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
企
画
政
策
課

（

０
８
３
７

１
１
１
２
）

10
月
15
日

、
山
口
県
で
は
初

め
て
、
県
内
一
斉
に
ノ
ー
マ
イ
カ

ー
デ
ー
に
取
り
組
み
ま
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
生
後
３
カ

月
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
ハ
ガ
キ
の
問
診
票
を
必
ず

記
入
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、

問
合
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
新
規
登
録
の
犬
は
、
登

録
料
が
必
要
で
す
。

料
　
金

・
登
録
料
金
　
　
３
、
０
０
０
円

・
注
射
料
お
よ
び
手
数
料

２
、
９
５
０
円

【
美
祢
地
区
】

○
10
月
15
日

場
所
・
時
間

堀
越
簡
易
郵
便
局
前

９：

10
〜
９：

20

上
曽
原
停
留
所

９：

40
〜
９：

50

伊
佐
公
民
館

10：

00
〜
10：

10

市
民
会
館
東
側

10：

20
〜
10：

40

下
領
お
宮
付
近

10：

50
〜
11：

00

重
安
駅

11：

10
〜
11：

20

来
福
台
土
地
開
発
公
社
現
地
事
務

所
前

11：

30
〜
11：

40

南
大
嶺
駅

13：

10
〜
13：

20

四
郎
ヶ
原
駅

13：

30
〜
13：

40

厚
保
出
張
所

13：

50
〜
14：

00

保
々
停
留
所

14：

20
〜
14：

30

豊
田
前
出
張
所

14：

40
〜
14：

50

大
嶺
郵
便
局
付
近15：

00
〜
15：

10

旧
農
協
田
代
事
業
所

15：

30
〜
15：

40

於
福
出
張
所

16：

00
〜
16：

10

【
秋
芳
地
区
】

○
10
月
16
日

場
所
・
時
間

嘉
万
出
張
所
前

８：

50
〜
９：

30

別
府
出
張
所
前

９：

40
〜
10：

20

岩
永
出
張
所
前

10：

40
〜
11：

20

秋
芳
保
健
セ
ン
タ
ー
前

11：

30
〜
12：

10

【
美
東
地
区
】

○
10
月
17
日

場
所
・
時
間

高
山
集
会
所
　
８：

40
〜
８：

45

薬
王
寺
光
泉
坊
集
会
所

８：

55
〜
９：

00

綾
木
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

９：

10
〜
９：

15

十
文
字
岡
崎
商
店
前

９：

25
〜
９：

30

大
原
区
入
口

９：

40
〜
９：

45

そ
う
た
美
容
室
前
駐
車
場

９：

55
〜
10：

00

郷
区
（
田
中
範
明
宅
横
）

10：

10
〜
10：

15

絵
堂
集
会
所

10：

35
〜
10：

40

銭
屋
集
会
所

10：

50
〜
10：

55

赤
郷
交
流
セ
ン
タ
ー

11：

05
〜
11：

15

桂
岩
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

11：

30
〜
11：

35

下
市
集
会
所
　
11：

45
〜
11：

50

美
東
総
合
支
所
裏11：

55
〜
12：

00

問
合
せ
先

市
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

（

０
８
３
７

１
０
９
０
）

市
美
東
総
合
支
所
市
民
生
活
係

（

０
８
３
９
６

５
０
０
９
）

市
秋
芳
総
合
支
所
市
民
生
活
係

（

０
８
３
７

１
９
１
０
）

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
力
に
よ

り
、
ト
イ
レ
な
ど
の
汚
水
を
処
理

し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
設
置
・
使
用
し
て
い
る

人
は
、
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

次
の
こ
と
を
実
施
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
専
門
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
し

て
、
定
期
的
に
保
守
点
検
と
清

掃
を
実
施
し
、
そ
の
記
録
を
３

年
間
保
存
す
る
こ
と

○
維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
、

浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
法

定
検
査
を
受
け
る
こ
と
（
検
査

機
関
が
検
査
の
案
内
を
し
ま

す
。
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
）

検
査
機
関

山
口
県
浄
化
槽
協
会

美
祢
検
査
支
部
（

０
８
３
７

５
６
７
５
）

※
10
月
１
日
か
ら
、
年
１
回
の
法

定
検
査
の
内
容
が
変
わ
り
ま

す
。
検
査
の
精
度
を
高
め
る
た

め
、
水
の
汚
れ
の
指
標
で
あ
る

B
O
D
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
　

求
量
）
検
査
が
加
わ
り
ま
す

問
合
せ
先
　
宇
部
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
生
活
環
境
課

（

０
８
３
６

３
２
０
０
）

市
生
活
環
境
課

（

０
８
３
７

１
０
９
０
）

今
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
化
石
燃
料

の
使
用
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
私

た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
し
て
い

る
人
は
、
こ
の
日
は
徒
歩
や
自
転

車
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
で
通
勤
し
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
可
能
な
限

り
、
車
の
使
用
を
控
え
る
エ
コ
ラ

イ
フ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
取
組
を
実
施
さ
れ
る
事

業
所
、
団
体
な
ど
は
問
合
せ
先
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
市
生
活
環
境
課

（

０
８
３
７

１
０
９
０
）
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９
月
か
ら
、
糖
尿
病
外
来
（
山

口
大
学
、
松
原
淳
医
師
、
診
察
時

間：

毎
週
水
曜
日
　
午
前
・
午

後
）
に
お
い
て
、
橋
本
病
、
バ
セ

ド
ウ
病
、
腫
瘍
な
ど
の
甲
状
腺
疾

病
の
診
察
を
開
始
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

美
祢
市
立
美
東
病
院
事
務
部

（

０
８
３
９
６

０
５
１
５
）

平
成
20
年
６
月
〜
９
月
分
の
児

童
手
当
を
10
月
10
日

に
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（

０
８
３
７

５
２
２
８
）

里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

里
親
制
度
は
、
保
護
者
の
下
で

育
つ
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
子
ど

も
を
家
庭
に
受
け
入
れ
、
温
か
い

愛
情
の
も
と
人
格
形
成
と
健
や
か

な
成
長
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

近
年
深
刻
な
少
子
化
が
進
行
す

る
中
、
家
族
の
絆
や
地
域
の
連
帯

感
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど
も
や
そ

の
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
様
々
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
社

会
の
変
化
に
対
応
し
豊
か
な
人
間

性
と
愛
情
を
持
っ
て
「
社
会
的
養

護
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う

里
親
の
普
及
、
促
進
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

短
期
里
親
、
す
こ
や
か
ホ
ー
ム

遺
族
の
人
は
、
多
数
ご
参
列
く

さ
だ
い
。

日
　
時
　
10
月
21
日

11
時
〜

会
　
場
　
美
祢
市
民
会
館

※
美
東
地
区
・
秋
芳
地
区
は
、
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
（
運
行

時
間
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

問
合
せ
先

市
地
域
福
祉
課
庶
務

係
（

０
８
３
７

５
２
２
８
）

10
月
よ
り
美
祢
市
立
病
院
の
医

師
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
耳
鼻
咽
喉
科

毎
週
金
曜
日
　

竹
野
医
師
が
吉
田
医
師
と
な
り

ま
す

■
眼
科

毎
週
月
曜
日
　
守
田
医

師
が
田
中
医
師
と
な
り
ま
す

※
診
療
時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

問
合
せ
先

美
祢
市
立
病
院
事
務
部

（

０
８
３
７

１
７
０
０
）

事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

市
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（

０
８
３
７

５
２
２
８
）

平成２３年に開催される山口国体（第６６
回国民体育大会）・山口大会（第１１回全国
障害者スポーツ大会）に向けた、ボランティ
ア活動や花いっぱい運動などの国体県民運動
運営経費に充て、両大会を支え盛り上げてい
くために「おいでませ！山口国体・山口大会
募金（愛称：ちょるる募金）」が始まりまし
た。皆さんの協力をお願いします。
募金箱による方法 県や市の公共施設（市では美祢市役所、美
東総合支所、秋芳総合支所）に募金箱を設置しています

振込による方法 金融機関窓口の専用振込依頼書を利用してく
ださい

問合せ先 おいでませ！山口国体・山口大会募金推進委員会
（おいでませ！山口国体・山口大会実行委員会内）
〒７５３－８５０１　山口市滝町１－１　　
０８３－９３３－４７９３　 ０８３－９３３－４７９９　

http://www.pref.yamaguchi.jp/gyosei/kokutai/

連
続
発
生
警
報

詐
欺
師
た
ち
が
仕
掛
け
た
罠
に

は
ま
り
、
お
金
を
金
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
ん
で
だ
ま
し
取
ら
れ

て
し
ま
う
「
振
り
込
め
詐
欺
」
被

害
。「

自
分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」

と
タ
カ
を
く
く
ら
ず
、
詐
欺
師
た

ち
に
負
け
な
い
知
恵
と
勇
気
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
　
家
族
や
警
察
官
、

弁
護
士
に
な
り
す
ま
し
、
様
々

な
名
目
で
振
込
を
要
求
す
る

還
付
金
詐
欺
　
税
金
・
年
金
の
還

付
金
が
あ
る
と
A
T
M
（
現
金

自
動
預
払
機
）
に
誘
い
出
し
操

作
す
る
よ
う
に
要
求
す
る

架
空
請
求
詐
欺
　
身
に
覚
え
の
な

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
な

ど
を
も
っ
と
も
ら
し
い
文
面
の

は
が
き
や
メ
ー
ル
で
支
払
い
を

要
求
す
る

融
資
保
証
金
詐
欺

（
貸
し
ま
す
詐
欺
）

「
低
利
率
で

今
す
ぐ
融
資
」
な
ど
と
書
か
れ

た
は
が
き
や
メ
ー
ル
な
ど
を
送

り
つ
け
て
、
融
資
を
申
し
込
ん

だ
ら
、
保
証
金
な
ど
様
々
な
名

目
で
振
り
込
み
を
要
求
す
る

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
要
注
意

○
慌
て
て
振
り
込
ま
な
い
（
冷
静

に
な
り
ま
し
ょ
う
）

○
孫
や
子
ど
も
に
事
実
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

○
家
族
や
知
人
、
ま
た
は
警
察
署

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
美
祢
警
察
署
、

美
祢
市
防
犯
対
策
協
議
会

（

０
８
３
７

０
１
１
０
）

お
子
さ
ん
の
発
達
・
発
育
に
つ

い
て
、
気
に
な
る
こ
と
や
ご
心
配

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
10
月
20
日

９
時
〜

会
　
場
　
宇
部
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

担
　
当
　
小
児
科
医
師

※
予
約
制
で
す

予
約
・
問
合
せ
先

宇
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
６

３
２
０
０
）
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今年の夏は、近年になく突風や集中豪雨による被害が多発しました。これらの気象は、地球温暖化と
何らかの関係があるのではないかといった見方があります。地球温暖化の大きな要因は、二酸化炭素を
はじめとする温室効果ガスの増加です。そこで、現在、省エネなどによって二酸化炭素の排出量を減ら
す取組とともに、二酸化炭素をたっぷり吸収する森づくりが進められています。国産材で作られた製品
を購入することで、森林は整備され、二酸化炭素をたっぷり吸収する“元気な森”に生まれ変わります。
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